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【人民元為替概況】

Bloombergより当行作成
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回顧：USDCNYは底堅く推移し高値を更新

 ドル人民元（USDCNY）は4日、7.26近辺でオープン。5日には米金利上昇を背景にドル全面高の地合いとなってUSDCNYは7.30に乗せた。7日に発表された8
月中国貿易統計では輸出入ともに市場予想比減少幅は小幅にとどまったが、需要の弱さが意識されてかその後も元売り地合いが継続して2022年の最高値
7.3280を更新。8日にもオフショア主導で元安の動きが強まってオンショアオープン後には一時7.34台後半まで上昇を見せた。

 円人民元（JPYCNY）は4日、4.96台前半でオープン。USDJPYが147円台後半へ上昇する動きを背景に、JPYCNYは6日に4.94近辺へ下落。その後は元安の動
きにJPYCNYは反発を見せる中、8日に米商務省が華為技術の半導体について調査するとの一部報道を受けた円高がJPYCNYを押し上げる形となって、8日
のオンショアオープン後には一時4.99台半ばまで上昇した。

見通し：短期的には一段の元安に留意

 直近の8月米雇用統計では労働市場の過熱が緩和方向にある点が確認される中、足元では市場の年内利上げ織込みは4割程度へ低下している。今後利上
げ観測が再浮上するかも含め、13日の8月米CPI、19-20日で開催されるFOMCに注目しておきたい。

 他方、中国では住宅ローン規制緩和に関する具体的な政策が矢継ぎ早に発表される一方、中国経済先行きに対する不透明感は拭いきれておらず、再び人
民元売り圧力が強まっており、USDCNYが上値を試す展開には留意したい。来週15日には小売売上高・工業生産等の主要経済指標の発表を予定しており、
注目度が高まっている状況下で発表後の値動きには注目しておきたい。
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【人民元金利概況】

Bloombergより当行作成
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回顧：資金流動性は潤沢な状態が持続

 中国人民銀行（PBOC）は、リバースレポにより7,450億元の資金供給を実施。満期到来分とネットで6,640億元の資金吸収となった。

 資金市場は月末を越えて資金吸収が続いたが、その後は流動性がややタイトになる中、資金供給に転じている状況。

 債券市場はマネー金利上昇や不動産規制の緩和策の発表等から金利は上昇。

見通し：主要経済指標の発表に注目

 一級都市での住宅ローン条件緩和や大手行の既存住宅ローン金利引き下げ等の発表が続く中で、今後も具体的な政策発表の動向には留意。

 中国の景気先行きに対する関心が高まっている中、15日には8月分の小売売上高・工業生産・固定資産投資の公表を予定しており結果を注視したい。
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【TOPICS】 中国 8月貿易統計が公表

• 9月7日、中国税関総署は8月貿易統計を公表。輸出は前年同月比▲8.8％
（予想：▲9.0％、前回：▲14.5％）、輸入は同▲7.3％ （予想：▲9.0％、前回：
▲12.4％）となった。また、貿易収支は683億6000万ドルの黒字となり、前回
の806億ドルから黒字幅は縮小した。

• 輸出入の落ち込みは市場予想ほど悪化しなかった一方、内外需の低迷に対
する先行き懸念は残存している。直近の中国製造業PMIにおいても輸出項

目は特に弱さが確認されており、グローバルでの需要減退に対する見方が
燻っている状況にある。

• 他方、当局は景気支援実施に対する姿勢を明確にしており、足元では不動
産関連規制の緩和を中心に地方政府含め具体策を実行に移している。引き
続き、今後の政策発表動向に注目しておきたい。

輸出・輸入額と貿易収支の推移

輸出入前年対比推移

（資料） Bloomberg
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【マーケットデータ】

Bloombergより当行作成
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